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日
本
漢
語
に
お
け
る
通
仮
現
象
に
関
す
る
考
察 

―
明
治
三
〇
年
代
の
作
品
を
中
心
に
― 

宋 
 

春 

玲 

要 

旨 中
国
古
代
汉
语
通
假
字
的
现
象
，
广
泛
地
出
现
在
日
语
当
中
，

但
是
在
日
语
的
使
用
中
发
生
了
很
多
变
化
。
笔
者
以
明
治
三
十
年

代
的
文
学
作
品
以
及
读
卖
新
闻
为
中
心
进
行
了
调
查
。
调
查
结
果

表
明
，
日
本
的
汉
语
当
中
存
在
通
假
字
，
与
中
文
通
假
字
不
同
的

是
，
日
语
通
假
现
象
以
词
的
形
式
出
现
情
况
居
多
。  

 

キ
ー
ワ
ー
ド
…
…
通
仮
字 

通
仮
現
象 

日
本
製
漢
語 

は
じ
め
に 

 

通
仮
字
は
古
代
中
国
語
に
よ
く
現
れ
る
文
字
の
仮
借
現
象
で
あ
り
、
日
本

の
漢
語
に
も
存
在
し
て
い
る
。
通
仮
字
は
研
究
対
象
と
し
て
、
国
語
学
で
は

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
日
本
の
漢
語
に
も
通
仮
字
現
象
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
文
献
調
査
に
よ
っ
て
、
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
本
研
究

は
平
安
末
期
か
ら
明
治
時
代
ま
で
の
辞
書
調
査
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
明
治

三
〇
年
代
の
作
品
を
中
心
に
、
調
査
を
行
い
、
日
本
語
に
存
在
す
る
通
仮
字

的
な
現
象
を
通
覧
し
、特
に
漢
語
熟
語
に
よ
く
現
れ
る
通
仮
現
象
に
つ
い
て
、

研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
○
年
代
は
、
こ
の
類
の
漢
語
が
変
化
の
激

し
い
時
期
で
あ
る
こ
と
は
、
筆
者
が
す
で
に
行
っ
た
調
査
か
ら
予
想
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
（

1
）

。 

調
査
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
に
お
い
て
、
実
際
に
使
わ
れ
る
文
献
を
調
べ

る
こ
と
が
本
研
究
の
方
針
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
国
会
国
立
図
書
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
よ
り
発
行
当
時
の
文
学
作
品

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
調
査
す
る
と
同
時
に
、
明
治
二
九
年
か
ら
明
治
四
〇

年
ま
で
の
電
子
版
『
読
売
新
聞
』
を
調
査
し
、
こ
の
類
の
漢
語
の
変
遷
す
る

傾
向
を
ま
と
め
た
。 

 
 

日
本
に
お
け
る
漢
字
音
表
記
は
主
に
三
巻
本
前
田
本
と
黒
川
本
の
『
色
葉

字
類
抄
』
に
よ
り
示
す
。
中
国
語
原
音
の
復
元
は
（
藤
堂
明
保
・
小
林
博
共

著 

昭
和
四
六
年
）『
韻
鏡
校
本
』
に
従
い
、
場
合
に
よ
っ
て
、
董
同
龢
『
上

古
音
韻
表
稿
』（
一
九
七
五
年
）
の
復
元
を
引
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
ほ

か
に
、
研
究
対
象
が
各
時
代
に
お
け
る
現
れ
方
を
検
証
す
る
た
め
、
各
時
代

の
代
表
的
な
国
語
辞
書
を
使
う
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
が
、
鎌
倉
末
期
か
ら
江

戸
時
代
に
か
け
て
の
『
古
本
節
用
集
』（
2
）

、
江
戸
時
代
の
『
落
葉
集
』（
3
）

『
書
言
字
考
節
用
集
』（
4
）

、
明
治
期
の
『
新
令
字
解
』（
5
）『
漢
語
字
類
』（
6
）

『
必
携
熟
字
集
』（
7
）

『
新
編
漢
語
字
林
』（
8
）

『
言
海
』（
9
）

な
ど
で
あ
る 

本
研
究
で
は
、
漢
字
音
を
考
え
る
場
合
、
中
国
語
を
対
照
す
る
こ
と
が
あ

る
。
反
切
は
『
廣
韻
』（
10
）

に
よ
り
示
し
、
現
代
中
国
語
の
発
音
は
『
漢
語
大

詞
典
』（
11
）

の
拼
音
表
現
に
よ
っ
て
示
す
。 
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一
、 

日
本
語
に
お
け
る
通
仮
現
象
の
分
類 

 
日
本
語
の
通
仮
現
象
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次

に
あ
げ
る
用
例
は
現
代
日
本
語
五
十
音
順
で
並
べ
る
。 

 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 

一
、
通
仮
字 

 
 
 
 

 

通
仮
現
象 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
）
本
来
の
漢
語 

 
 

二
、
漢
語
に
現
れ
る
通
仮
現
象 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
）
日
本
製
漢
語 

 
 

通
仮
字
―
―
―
慧
・
恵 

蹟
・
跡
・
迹 
智
・
知 

辨
・
辯 

本
来
の
漢
語
―
記
臆
・
記
憶 

回
復
・
恢
復 
看
破
・
觀
破 

技
倆
・ 

伎
倆 

結
構
・
結
搆 

原
因
・
源
因 
検
査
・
撿
査 

 

構
造
・
搆
造 

交
代
・
交
替 

刺
激
・
刺
戟 
失
策
・ 

失
錯 

熟
練
・
熟
錬 

親
切
・
深
切 

震
動
・
振
動 

粗 

忽
・
疎
忽 

丹
精
・
丹
誠 

丁
寧
・
叮
嚀
・
叮
寧 
顛 

倒
・
転
倒 

顛
覆
・
轉
覆 

反
復
・
反
覆 

冥
土
・
冥 

途 

模
型
・
摸
型 

模
索
・
摸
索 

模
様
・
摸
様 

容 

態
・
容
體 

豫
期
・
預
期 

老
練
・
老
錬 

連
接
・
聯 

接 

連
結
・
聯
結 

 

日
本
製
漢
語
―
愛
嬌
・
愛
敬 

愛
想
・
愛
相 

一
緒
・
一
所 

憶
説
・

臆
説 

癇
癪
・
肝
癪 

肝
腎
・
肝
心 

強
情
・
剛
情 

辛

抱
・
辛
棒 

難
儀
・
難
義 

不
思
議
・
不
思
儀
・ 

 
 
 

不
思
義 

返
事
・
返
辞 

未
練
・
未
錬 

無
残
・
無
惨
・

無
慚
・
無
慙 

 

用
捨
・
容
赦 

理
屈
・
理
窟 

流
儀
・

流
義 

了
見
・
了
簡
・
料
見
・
料
簡 

 

二
、 

通
仮
字 
 

古
代
中
国
語
に
は
通
仮
字
現
象
が
広
く
使
わ
れ
て
お
り
、
同
音
通
仮
字
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
同
音
通
仮
に
つ
い
て
は
王
力
（
一
九
八
一
年
）（
12
）
『
古
代

漢
語
』（
五
四
一
〜
五
四
五
頁
）
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

所
谓
古
音
通
假
。
就
是
古
代
汉
语
书
面
语
言
里
同
音
或
音
近
的
字
的
通

用
和
假
借
。 

（
中
略
） 

例
如
早
晨
的
zǎo
这
个
字
本
应
该
写
成
“
早
”
，
但
是
《
孟
子
・
离
婁
下
》

蚤
起
，
施
从
良
人
之
所
之
，
却
写
成
蚤
，
蚤
的
本
义
是
跳
蚤
，
早
晨
的
早

所
以
写
成
蚤
，
只
是
因
为
二
者
声
音
相
同
，
在
记
録
语
言
里
，

zǎo
（
早
，

早
晨
）
这
个
词
的
时
候
，
早
蚤
二
字
通
用
。 

（
中
略
） 

（
五
四
五
頁
） 

假
借
字
的
形
成
，
根
据
这
样
一
个
原
则
；
语
音
必
须
相
同
或
相
近
。（
略
）

就
上
面
所
举
的
例
子
来
说
，
早
、
蚤
，
唯
、
惟
、
维
，
恵
、
慧
，
由
、
猶
， 

 
 

 
曾
、
増
，
辨
、
辯
，
具
、
倶
，
舟
、
周
既
然
完
全
同
音
，
自
然
没
有
什

么
可
以
讨
论
的
。
有
时
候
假
借
字
与
本
字
虽
然
也
可
以
只
是
双
声
或
者

是
叠
韵
，
但
是
韵
部
如
果
相
差
很
远
，
即
使
是
双
声
也
不
能
假
借
，
如
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果
韵
母
相
差
很
远
，
即
使
是
叠
韵
也
不
能
假
借
。 

（
同
音
通
仮
は
古
代
漢
語
書
き
言
葉
に
は
、
同
音
、
或
い
は
音
が
近
い

字
を
通
用
し
、
仮
借
現
象
で
あ
る
。（
中
略
）
例
え
ば
、「
朝
」
を
意
味

す
る
zǎo
は
「
早
」
で
記
入
す
べ
き
で
あ
る
が
、『
孟
子
』
離
婁
下
に
は

「
蚤
起
，
施
従
良
人
之
所
之
」
と
い
う
ふ
う
に
「
蚤
」
で
記
入
し
て
い

る
。「
蚤
」
の
本
意
は
「
ノ
ミ
」
で
、
朝
を
意
味
す
る
「
早
」
を
、「
蚤
」

で
記
入
す
る
理
由
は
た
だ
二
者
の
音
が
同
じ
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、

「
蚤
」
は
「
早
」
の
通
仮
字
だ
と
呼
ば
れ
る
。
音
が
同
じ
で
あ
る
た
め
、

言
語
を
記
録
す
る
場
合
、「
早
」
と
「
蚤
」
は
一
緒
で
あ
る
。 

（
中
略
） 

通
仮
字
の
形
成
に
お
け
る
一
つ
の
原
則
と
し
て
、
通
仮
字
と
な
る
二

字
は
音
が
必
ず
同
じ
、
あ
る
い
は
近
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
を
挙

げ
て
み
る
と
、
早
と
蚤
、
唯
と
惟
と
維
、
恵
と
慧
、
由
と
猶
、
曾
と
増
、

辨
と
辯
、
具
と
倶
、
舟
と
周
な
ど
で
あ
る
。
音
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
こ
れ
以
上
論
じ
る
必
要
が
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
、
仮
借
字
と
本

字
に
は
双
声
か
畳
韻
の
関
係
が
あ
る
。
も
し
、
韻
部
が
あ
ま
り
に
も
違

う
な
ら
ば
、
た
と
え
、
双
声
で
も
仮
借
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し
、

声
母
が
あ
ま
り
に
も
違
う
な
ら
ば
、
た
と
え
、
畳
韻
で
も
仮
借
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
） 

佐
藤
稔
「
異
体
字
」（
13
）

に
は
通
仮
字
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。 

通
仮
は
仮
借
と
も
呼
ば
れ
る
。
同
音
ま
た
は
近
似
の
音
を
用
い
て
本
字

に
代
替
す
る
現
象
を
さ
し
て
い
う
。
厳
密
に
は
、
そ
れ
に
相
当
す
る
字
が

も
と
も
と
存
在
し
な
い
仮
借

か
し
ゃ

と
は
異
な
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

一
般
に
は
両
者
を
包
括
し
て
通
仮
と
か
仮
借
の
名
の
も
と
に
通
用
さ
せ

て
い
る
。
大
別
し
て
、
(a)
同
音
通
仮
、
(b)
双
声
通
仮
、
(c)
畳
韻
通
仮
の
三

種
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
(a)
の
例
と
は
「
公
」
を
借
り
て
「
功
」
に

用
い
、「
誉
」
を
か
り
て
「
予
」
に
用
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
(b)
は
、

「
監
」
を
借
り
て
「
苦
」
に
用
い
、「
依
」
を
借
り
て
「
隠
」
に
用
い
る

ご
と
き
例
、
(c)
は
「
直
」
を
借
り
て
「
職
」
に
用
い
、「
沈
」
を
借
り
て
、

「
淫
」
に
用
い
る
と
い
っ
た
例
で
あ
る
。 

通
仮
字
の
認
定
は
極
め
て
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
同
音
の
漢
字
は
必
ず
し

も
通
仮
字
と
は
い
え
な
い
。
こ
こ
で
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
と
通
仮
字
に
関
す

る
諸
字
典
を
使
い
、
通
仮
字
を
認
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
通
仮
字
諸
字
典
は

『
通
仮
字
小
字
典
』（
夏
剑
钦
、
夏
炳
臣 

一
九
八
六
年
一
一
月
湖
南
人
民
出

版
社
）『
通
仮
字
手
册
』（
周
盈
科
一
九
八
八
年
三
月
江
西
教
育
出
版
社
）『
常

用
古
今
字
通
仮
字
字
典
』
（
贾
延
柱 

一
九
八
八
年
一
〇
月
遼
寧
人
民
出
版

社
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
字
典
は
中
学
生
、
大
学
生
向
け
の
学
習
資
料
で
あ

る
た
め
、
い
ず
れ
も
参
考
に
す
る
程
度
で
あ
る
。 

 

例
を
あ
げ
て
み
れ
ば
、
通
仮
字
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

『
漢
語
大
詞
典
』
を
見
て
み
る
と
、 

（
第
七
巻
五
六
三
頁
）
恵
通
「
慧
」
聡
慧
、
心
里
聡
明
（
聡
明
で
あ
る
） 

（
第
十
巻
八
〇
一
頁
）
蹟
同
「
迹
」、
跡
同
「
迹
」
脚
印
、
足
跡
（
あ
し
あ

と
） 

（
第
五
巻
七
六
一
頁
）
智
同
「
知
」
知
道
（
分
か
る
） 

 

（
第
十
一
巻
四
九
三
ペ
ー
ジ
）
辨
通
「
辯
」
辯
解
分
説
（
弁
解
、
言
い
わ
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け
を
す
る
） 

右
の
指
摘
に
従
い
、「
恵
・
慧
」、「
跡
・
蹟
・
迹
」、「
智
・
知
」、「
辨
・
辯
」

は
通
仮
字
と
認
定
が
で
き
る
。 

日
本
語
で
も
、
こ
れ
ら
の
字
を
同
様
に
通
仮
字
と
し
て
用
い
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
日
本
語
に
あ
る
通
仮
字
に
つ
い
て
は
別
の
検
討
に
ゆ
ず
る
。 

 三
、 

日
本
漢
語
に
存
在
し
て
い
る
通
仮
現
象 

 

中
国
語
で
は
、
通
仮
字
は
単
字
の
形
で
文
献
に
現
れ
て
い
る
。
日
本
語
の

場
合
は
中
国
語
と
違
い
、
単
字
よ
り
熟
語
の
形
で
文
章
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。 

例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
明
治
の
文
献
で
は
、「
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
。
ま
ご

こ
ろ
。
丹
心
」
の
意
味
を
表
現
す
る
と
き
、「
丹
精
」
あ
る
い
は
「
丹
誠
」
を

使
っ
て
い
る
。「
精
と
誠
」
は
中
国
語
で
は
、
古
い
時
代
か
ら
音
が
異
な
る
。

『
廣
韻
』
に
よ
る
と
、
反
切
は
「
精
、
子
盈
切
」「
誠
、
是
征
切
」
に
な
っ
て

い
て
、
二
字
の
反
切
が
違
う
。
現
代
中
国
語
で
も
、「
精
jīng 

誠
chéng
」
に
な

っ
て
い
て
、
声
母
も
韻
母
も
異
な
る
。
従
っ
て
、
通
仮
字
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
な
い
。 

然
し
、
日
本
語
で
は
、『
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
』
に
よ
れ
ば
、「
精
」
と
「
誠
」

の
漢
字
音
表
記
は
同
じ
「
セ
イ
」
で
あ
る
。
日
本
漢
字
音
で
は
、「
精
」
と
「
誠
」

は
同
音
に
な
っ
た
た
め
通
仮
字
と
し
て
使
え
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
。
漢

語
熟
語
「
タ
ン
セ
イ
」
を
漢
字
で
表
現
す
る
と
き
、「
丹
精
・
丹
誠
」
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、「
精
」
と
「
誠
」
は
他
の
漢
語
熟
語
に
お
い
て
、
通
用
さ

れ
る
こ
と
が
な
く
て
、「
タ
ン
セ
イ
」
の
み
、
特
定
の
漢
語
に
お
い
て
、
二
字

は
通
仮
字
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、「
精
」
と
「
誠
」

は
通
仮
字
で
は
な
い
の
で
、「
丹
精
」
と
「
丹
誠
」
を
通
仮
現
象
と
考
え
れ
ば

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
漢
語
熟
語
に
現
れ
る
こ
と
は
日
本
語
通

仮
現
象
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
特
定
の
漢
語
に
お
い
て
、
通
仮
現
象
が
起

こ
る
こ
と
も
日
本
語
通
仮
現
象
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。 

本
研
究
で
は
、
本
来
漢
語
と
日
本
製
漢
語
を
分
け
て
、
二
つ
の
立
場
か
ら

通
仮
現
象
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
本
来
漢
語
に
お
け
る
通
仮
現
象
か

ら
検
討
す
る
。 

 （
一
）
本
来
の
漢
語
に
現
れ
る
通
仮
現
象 

通
仮
現
象
は
日
本
語
の
本
来
漢
語
に
於
い
て
現
れ
る
様
子
を
分
析
す
る
前

に
、
ま
ず
、
本
来
の
漢
語
の
範
囲
を
決
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

陳
力
衛
『
和
製
漢
語
の
形
成
と
そ
の
展
開
』（
14
）
（
五
頁
）
で
は
、
純
漢
語

に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

純
漢
語
（
中
国
由
来
の
語
）（
省
略
）「
純
漢
語
」
の
範
囲
は
漢
訳
仏

典
語
を
含
む
か
ど
う
か
で
多
少
異
論
が
あ
る
が
、
今
は
お
お
む
ね
含
む

方
向
で
一
致
し
て
い
る
。 

 

『
日
本
語
百
科
大
事
典
』（
15
）

（
四
二
二
頁
） 

 
漢
語
は
元
来
、
中
国
で
外
国
語
に
対
し
自
国
語
の
こ
と
を
こ
う
自
称
し

た
の
で
あ
る
。
日
本
で
も
中
国
起
源
の
語
の
意
味
で
使
う
が
、
ふ
つ
う
近

世
以
降
の
中
国
語
を
指
す
こ
と
は
な
く
、
狭
義
で
は
呉
音
・
漢
音
で
読
む

も
の
を
言
い
、
広
義
で
は
字
音
語
一
般
を
言
う
。 
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本
研
究
で
は
、
古
代
中
国
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
漢
語
を
本
来
漢

語
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
明
治
期
の
作
品
を
調
査
す
る
と
、
本
来
漢
語
の
場

合
も
含
め
た
通
仮
現
象
は
以
下
の
用
例
が
あ
る
。 

 

記
臆
・
記
憶 

回
復
・
恢
復 

看
破
・
觀
破 

伎
倆
・
技
倆 

 

結
構
・
結
搆 
原
因
・
源
因 

撿
査
・
検
査 

構
造
・
搆
造 

 

交
代
・
交
替 
刺
激
・
刺
戟 

失
策
・
失
錯 

熟
練
・
熟
錬 

 

親
切
・
深
切 

震
動
・
振
動 

粗
忽
・
疎
忽 

丹
誠
・
丹
精 

丁
寧
・
叮
嚀
・
叮
寧 

顛
倒
・
転
倒 

顛
覆
・
轉
覆 

 

反
復
・
反
覆 

冥
途
・
冥
土 
模
型
・
摸
型 

模
索
・
摸
索 
 

模
様
・
摸
様 

豫
期
・
預
期 

老
練
・
老
錬 

連
接
・
聯
接 

 

容
態
・
容
體 

本
来
漢
語
に
存
在
す
る
通
仮
現
象
は
辞
書
に
於
け
る
現
れ
方
と
明
治
三
〇

年
代
の
実
際
の
文
献
に
お
け
る
現
れ
方
を
検
討
し
て
、
研
究
を
進
め
る
。 

通
仮
現
象
は
本
来
漢
語
で
は
、
更
に
、
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
現
れ
て
い
る
。 

 パ
タ
ー
ン
Ⅰ 

そ
も
そ
も
意
味
が
異
な
り
、
漢
字
音
も
違
う
漢
語
は
、
日
本
語
に
入
っ
た

後
、
同
音
同
義
語
に
な
り
、
つ
ま
り
通
仮
現
象
に
な
る
用
例
が
九
組
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
回
復
・
恢
復
」、「
交
代
・
交
替
」
を
例
に
し
、
議
論
を
進
め
る
。 

 回
復
・
恢
復 

 

「
回
復
・
恢
復
」
は
本
来
の
漢
語
と
し
て
、
中
国
語
に
も
日
本
語
に
も
使
わ

れ
て
い
る
。 

『
廣
韻
』
に
よ
る
と
、
反
切
は
「
回
、
戸
恢
切
」「
恢
、
苦
回
切
」
に
な

っ
て
い
て
、
中
国
語
で
は
、
音
が
近
い
と
し
か
言
え
な
い
。『
韻
鏡
校
本
』
に

よ
れ
ば
、
原
音
復
元
は
「
回[

huəi]

、
恢[

k’uəi]

に
な
っ
て
い
る
。
現
代
中
国
語

で
は
、「
回
・
恢
」
の
発
音
を
拼
音
で
示
す
と
「
huí
huī
」
で
あ
り
、
同
音
で

あ
る
が
、
四
声
が
違
う
。 

中
国
語
で
は
、
声
母[

k
k
'h]

は
日
本
語
に
入
っ
た
後
、「
カ
」
行
音
と
し

て
取
り
入
れ
ら
れ
る
。
韻
部[

uəi]

は
日
本
語
に
入
っ
た
後
、
漢
音
「
ア
イ
」

呉
音
「
エ
イ
」
に
な
っ
た
。
日
本
語
で
は
、『
色
葉
字
類
抄
』
に
お
い
て
、「
回
・

恢
」
は
次
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
。 

前
田
本
・
辞
字 

恢
ク
ワ
イ

ヒ
ロ
ム 

黒
川
本
・
辞
字 

回
ク
ワ
イ 

そ
も
そ
も
漢
字
音
の
違
う
「
回
・
恢
」
は
日
本
語
に
入
っ
た
後
、
同
音
に

な
っ
た
。
中
国
語
で
は
通
仮
字
と
し
て
使
わ
れ
る
は
ず
の
な
い
漢
字
は
日
本

語
で
は
同
音
に
な
っ
て
、
通
仮
字
と
し
て
使
わ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き

た
。 『

漢
語
大
詞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
回
復
」
は
「
復
原
、
恢
復
」
と
い
う
意

味
が
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
「
回
報
、
答
覆
」
の
意
味
が
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

「
恢
復
」
は
「
凡
失
而
复
得
或
恢
复
原
状
皆
称
“
恢
復
”」（
凡
そ
、
失
わ
れ

た
も
の
を
取
り
戻
し
た
り
、
原
状
に
復
元
し
た
り
す
る
こ
と
は
「
恢
復
」
と

呼
ぶ
。）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
中
国
語
で
は
、
場
合
に
よ
っ
て
「
回
復
・
恢

復
」
は
、
同
義
語
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
意
味
が
微
妙
に
違
う
。 

日
本
語
で
は
、「
一
度
失
っ
た
も
の
を
と
り
も
ど
す
こ
と
」
を
漢
語
熟
語

で
表
す
と
き
の
み
「
回
・
恢
」
を
通
仮
字
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
た
め
、「
回
・
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恢
」
を
通
仮
字
と
し
て
認
定
せ
ず
に
、「
回
復
・
恢
復
」
を
通
仮
現
象
と
し
て

考
え
て
よ
か
ろ
う
。 

日
本
明
治
期
の
辞
書
及
び
文
献
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
。 

『
新
令
字
解
』 

 
 
 

回
復

ク
ワ
イ
フ
ク
モ
ト
ヘ

モ
ド
ス 

『
漢
語
字
類
』 

 
 
 

回
復

く
わ
い
ふ
く
モ
ト
ヘ 

 

ト
リ
カ
ヘ
ス 

『
必
携
熟
語
字
集
』 

 

回
復

ク
ワ
イ
フ
ク
モ
ト
ヘ

カ
ヘ
ル 

恢
復

ク
ワ
イ
フ
ク
ヒ
キ 

カ
ヘ
ス 

『
新
編
漢
語
字
林
』 

 
恢

ク
ワ
イ

―
復フ

ク 

『
言
海
』
く
わ
い
ふ
く 
恢
復 

『
広
辞
苑
』
か
い
ふ
く 

回
復
・
恢
復 

①
各
患
者
は
既
に
恢
復
期
に
向
ひ
た
れ
ば
（『
読
売
新
聞
』
三
六
年
一
月

二
六
日
） 

②
米
国
市
場
の
回
復
（『
読
売
新
聞
』
明
治
二
九
年
一
一
月
一
二
日
） 

③
昨
日
に
至
り
頓
に
回
復
の
摸
様
な
る
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
二
年
四

月
二
四
日
） 

④
十
分
に
勇
気
を
回
復
な
し
（
幸
田
露
伴
『
真
西
遊
記
』） 

⑤
愛
の
恢
復
を
望
ん
で
居
る
か
ら
（
国
木
田
獨
歩
『
涛
声
』） 

⑥
御
恢
復
に
向
暇
舌(

山
田
美
妙
『
美
妙
集
』) 

⑦
勇
気
も
恢
復
し
て
る
の
で
（
山
田
美
妙
『
美
妙
集
』） 

⑧
頭
が
恢
復
し
た
の
で
あ
ら
う
（
森
鴎
外
『
煙
塵
』） 

 交
代
・
交
替

交
代
・
交
替

交
代
・
交
替

交
代
・
交
替    

    

『
広
辞
苑
』
で
は
、「
交
代
・
交
替
」
は
同
じ
項
目
に
現
れ
て
い
る
。
明

治
期
の
文
献
に
も
同
じ
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
辞
書
及
び
明
治
期
文

献
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
。 

『
色
葉
字
類
抄
・
黒
川
本
』 

交
替
刺
吏
部 

ケ
ウ
タ
イ 

『
必
携
熟
字
集
』 

 
 
 
 

交
代

カ
ウ
タ
イ 

『
新
編
漢
語
字
林
』 

 
 
 

交カ
ウ

―
代ダ

イ 

『
言
海
』 

か
う
た
い 

 
 

交
代
・
交
替 

①
五
月
占
領
軍
交
代
と
共
に
内
地
憲
兵
を
交
代
せ
し
む
る
。（『
読
売
新

聞
』
明
治
三
〇
年
一
月
一
六
日
） 

②
赤
城
は
愛
宕
と
交
代
し
て
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
二
年
四
月
二
八
日
） 

③
香
港
の
支
店
長
を
交
替
さ
せ
る
か
ら
（
幸
田
露
伴
『
露
団
々
』） 

④
君
主
の
参
勤
交
代
に
附
随
し
た
る
（
徳
富
猪
一
郎
『
文
学
断
片
』） 

⑤
新
陳
交
代
ス
ル
ガ
故
二
其
乾
燥
頗
速
ナ
リ
（
森
鷗
外
『
衛
生
新
篇
』） 

現
代
日
本
語
に
は
「
代
・
替
」
は
漢
字
音
が
同
じ
「
タ
イ
」
で
あ
る
。『
韻

鏡
校
本
』
の
原
音
復
元
に
従
う
と
、
代[

dəi]

、
替[

t’ei]

↓[

iei]

と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
声
母
も
韻
母
も
違
う
。『
廣
韻
』
に
よ
る
と
、
反
切
は
「
代
、
徒
耐
切
」

「
替
、
多
計
切
」
で
あ
る
。
現
代
中
国
語
で
は
、
発
音
を
拼
音
で
示
す
と
「
代

dài 

」「
替 

tì
」
に
な
っ
て
い
て
、
発
音
が
異
な
る
。
通
仮
字
と
し
て
考
え

ら
れ
な
い
。 

日
本
語
に
入
る
と
き
、
声
母
の[

ｄ][

ｔ]

音
が
タ
行
音
に
な
り
、
韻
部[

əi] 

[
iei]

が
漢
音
「
ア
イ
」、
呉
音
「
エ
イ
」
に
な
っ
た
。『
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
』

に
よ
り
、「
代
と
替
」
の
漢
字
音
表
記
は
同
じ
「
タ
イ
」
で
あ
る
。
即
ち
、
中

国
語
で
は
、
発
音
の
違
う
「
代
・
替
」
は
日
本
語
に
入
っ
た
後
、
同
音
に
な

っ
た
。 

日
本
語
で
は
、「
交
代
・
交
替
」
は
通
仮
現
象
と
し
て
、
使
わ
れ
て
い
る
が
、
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中
国
語
で
は
「
交
代
」
と
「
交
替
」
は
意
味
の
違
う
言
葉
で
あ
る
。『
漢
語
大

詞
典
』
に
よ
る
と
、
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

交
代
：
前
後
任
引
き
継
ぐ
。
渡
す
。
言
い
つ
け
る 

交
替
：
引
き
継
ぐ 

日
本
語
の
「
交
代
・
交
替
」
は
、
中
国
語
の
「
交
代
・
交
替
」
と
異
な
り
、

同
義
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
意
味
は
「
代
わ
り
合
う
こ
と
。
入
れ
代
わ

る
こ
と
」
で
あ
る
。
字
面
で
は
、
日
本
語
と
中
国
語
に
お
い
て
は
、
全
く
同

じ
で
あ
る
が
、
意
味
が
異
な
る
。
中
国
語
で
は
無
関
係
の
二
語
は
日
本
語
で

は
通
仮
現
象
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
字
面
で
は
中
国
語
で
も
、
日
本
語
で
も
同
じ
漢
語
熟
語
は

中
国
語
で
は
意
味
が
異
な
り
、
日
本
語
の
み
通
仮
現
象
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
用
例
は
「
回
復
・
恢
復
」「
交
代
・
交
替
」
の
ほ
か
に
は
、「
結
構
・
結
搆
」

「
構
造
・
搆
造
」「
親
切
・
深
切
」「
粗
忽
・
疎
忽
」「
丁
寧
・
叮
嚀
」「
豫
期
・

預
期
」
な
ど
が
あ
る
。 

 

 
 パ

タ
ー
ン
Ⅱ 

本
来
漢
語
熟
語
に
現
れ
る
通
仮
現
象
に
は
も
う
一
つ
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

通
仮
現
象
に
な
る
両
漢
語
の
中
で
、
一
方
が
本
来
の
漢
語
で
あ
り
、
も
う
一

方
が
本
来
漢
語
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
新
た
に
作
り
出
さ
れ

た
言
葉
は
元
の
本
来
漢
語
と
通
用
し
、
通
仮
現
象
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
製

漢
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
記
憶
・
記
臆
」、「
顛
倒
・
轉
倒
」「
原
因
・
源

因
」
を
例
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
通
仮
現
象
を
分
析
し
て
み
る
。 

 

記
臆
・
記
憶

記
臆
・
記
憶

記
臆
・
記
憶

記
臆
・
記
憶    

 

『
落
葉
集
』 
 
 
 
 

記き

―
臆を

く 

『
書
言
字
考
節
用
集
』 

記キ

―
憶ヲ

ク 

『
漢
語
字
類
』 

 
 
 

記
憶
記憶 

『
新
編
漢
語
字
林
』 

 

記キ

―
憶オ

ク 

『
必
携
熟
字
集
』 

 
 

記
臆

キ
ヲ
ク 

『
言
海
』 

 

き
お
く 

記
憶 

『
広
辞
苑
』 

き
お
く 

記
憶 

「
記
臆
・
記
憶
」
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
辞
書
に
は
両

方
と
も
現
れ
て
い
る
。
明
治
期
の
文
献
で
も
同
じ
よ
う
に
「
記
憶
・
記
臆
」

の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

①
和
田
氏
の
記
臆
術
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
二
年
五
月
一
二
日
） 

 

②
記
憶
し
て
置
い
て
貰
い
た
い
と
の
家
で
あ
る
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三 

五
年
九
月
七
日
） 

 

③
時
共
に
隠
れ
し
記
臆
あ
る
（
幸
田
露
伴
『
さ
ヽ
舟
』） 

 

④
記
臆
に
残
る
店
が
ま
へ
（
樋
口
一
葉
『
一
葉
全
集
』） 

⑤
我
邦
人
民
の
記
憶
シ
テ
今
日
二
忘
レ
サ
ル
（
矢
野
文
雄
『
経
国
美
談
』） 

 
 

⑥
見
た
や
う
に
記
憶
し
て
居
ま
す
が
（
森
鷗
外
『
人
種
哲
学
梗
概
』） 

⑦
読
者
の
記
臆
の
し
か
ら
し
む
る
な
り
。（
森
鷗
外
『
月
草
』） 

『
韻
鏡
校
本
』
に
よ
り
、「
憶
・
臆
」
の
原
音
復
元
は
、
同
じ[

ɪɚk]

で
あ

る
。『
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
』
で
は
「
臆オ

ク

・
憶ヲ

ク

」
に
な
っ
て
い
る
。
漢
字
音
が

同
じ
で
、
形
も
似
て
い
る
た
め
、
日
本
語
に
は
、
と
く
に
明
治
期
で
は
、「
記

憶
・
記
臆
」
は
通
仮
現
象
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
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中
国
語
で
は
、「
記
憶
」
は
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
。『
隋
書
』
儒
林
・

何
妥
伝
「
臣
少
好
音
律
、
留
意
管
絃
、
年
雖
耆
老
、
頗
皆
記
憶
」
で
あ
る
。

意
味
は
「
覚
え
取
っ
た
、
忘
れ
ず
」
で
あ
る
。「
記
臆
」
は
「
胸
の
中
に
覚
え

る
」
と
い
う
意
味
で
、
古
い
用
例
が
な
く
て
、
章
炳
麟
『
文
学
説
例
』
に
は

「
即
便
於
唫
詠
、
而
記
臆
為
易
」
に
現
れ
て
い
る
。
章
氏
は
中
国
、
清
末
民

国
初
の
革
命
家
・
学
者
で
、
日
本
で
暮
ら
し
た
経
験
も
あ
る
た
め
、「
記
臆
」

は
日
本
か
ら
中
国
に
逆
輸
入
語
の
可
能
性
が
あ
る
。 

 顛
倒
・
轉
倒

顛
倒
・
轉
倒

顛
倒
・
轉
倒

顛
倒
・
轉
倒    

 

『
落
葉
集
』 

 
 
 
 
 
 

顛て
ん

―
倒だ

う 

『
古
本
節
用
集
・
易
林
本
』 

顛
倒

テ
ン
ダ
ウ 

『
書
言
字
考
節
用
集
』 

 
 

顛テ
ン

―
倒ダ

ウ 

『
必
携
熟
字
集
』 

 
 
 
 

轉
倒

テ
ン
ダ
ウ
コ
ロ
ビ

タ
ホ
ル 

顛
倒

テ
ン
タ
ウ 

『
新
編
漢
語
字
林
』 

 
 
 

顛
倒

テ
ン
タ
ウ
ク
ツ
ガ
ヘ
リ
、

タ
フ
レ
ル
。 

 

轉テ
ン

―
倒タ

ウ
顛倒 

『
言
海
』 

 
 

て
ん
た
う 

顛
倒 

『
広
辞
苑
』 

 

て
ん
と
う 

転
倒
・
顛
倒 

①
得
三
は
轉
倒
し
て
血
眼
に
な
り
ぬ
（
泉
鏡
花
『
活
人
形
』） 

②
私
は
気
が
顛
倒
し
て
居
ま
す
（
国
木
田
獨
歩
『
獨
歩
集
』） 

③
既
己
顛
倒
、
面
所
引
臨
済
（
森
鷗
外
『
月
草
』） 

④
混
々
池
々
黒
白
の
顛
倒
す
る
も
の
（
末
廣
重
恭
『
雪
中
梅
』） 

⑤
轉
倒
可
惜
衣
類
と
袴
を
大
な
し
に
し
て
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三

〇
年
一
月
四
日
） 

⑥
川
の
橋
脚
轉
倒
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
三
年
五
月
二
七
日
） 

中
国
語
で
は
、『
廣
韻
』
を
調
べ
て
み
る
と
、「
顛
、
都
年
切
」「
轉
、
陟

兗
切
」
に
な
っ
て
い
て
反
切
が
違
う
。
現
代
中
国
語
で
は
、
拼
音
は
「
顛
diān 

轉
zhuǎn
」
で
あ
る
。
声
母
も
声
調
も
違
う
た
め
、
通
仮
字
と
し
て
考
え
ら
れ
な

い
。「
顛
倒
」
は
中
国
語
に
あ
り
、
意
味
は
日
本
語
と
同
じ
「
さ
か
さ
に
な
る

こ
と
。
倒
れ
る
こ
と
」
で
あ
る
。「
轉
倒
」
は
中
国
語
に
は
存
在
せ
ず
、
日
本

製
漢
語
で
あ
る
。 

『
韻
鏡
校
本
』
に
よ
り
、
原
音
の
復
元
は
、「
顛[

ten
↓
ien]

」
と
「
轉[

ţІuεn]

に
な
っ
て
、
声
母
が
近
い
が
、
韻
母
が
異
な
る
。
日
本
語
に
入
る
と
き
、[

ｄ]

と[

ｔ]

は
タ
行
音
に
な
り
、[

ien]

と[

uɛn]

は
「
エ
ン
」
に
な
っ
た
。『
前
田
本

色
葉
字
類
抄
』
に
よ
る
と
、「
顛
・
轉
」
は
漢
字
音
表
記
が
同
じ
「
テ
ン
」
で

あ
る
。
本
来
、
中
国
語
で
は
漢
字
音
の
違
う
「
顛
」
と
「
轉
」
は
日
本
語
に

入
っ
た
後
、
同
音
「
テ
ン
」
に
な
っ
た
。
通
仮
字
と
し
て
使
え
る
可
能
性
が

高
く
な
っ
た
。 

「
顛
倒
」
は
本
来
の
漢
語
で
あ
る
が
、「
轉
倒
」
は
日
本
製
漢
語
で
あ
る
。

筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
明
治
期
以
前
に
は
、「
轉
倒
」
は
見
出
さ
れ
な
い
。

明
治
期
か
ら
辞
書
に
現
れ
て
き
て
、
文
献
に
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

原
因
は
「
顛
・
轉
」
が
同
音
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 
原
因
・
源
因

原
因
・
源
因

原
因
・
源
因

原
因
・
源
因 

『
落
葉
集
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

原げ
ん 

源げ
ん 

『
必
携
熟
字
集
』 

 
 
 
 
 
 
 

原
因

ゲ
ン
イ
ン
モ
ト
ノ

ワ

ケ 

源
因

ゲ
ン
イ
ン

モ
ト 

『
言
海
』
げ
ん
い
ん 

 
 
 
 
 
 

原
因 

『
広
辞
苑
』
げ
ん
い
ん 

 
 
 
 
 

原
因 
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①
源
因
を
虚
偽
に
置
き
た
く
な
い
。（
国
木
田
独
歩
『
独
歩
集
』） 

②
偏
屈
の
源
因
で
あ
る
か
ら
、
忽
ち
青
筋
を
立
て
ヽ
了
つ
て
（
〃
） 

③
犯
罪
の
原
因
と
探
偵
の
秘
密
は
（
泉
鏡
花
『
活
人
形
』） 

④
其
が
源
因
だ
（
泉
鏡
花
『
錦
帯
記
』） 

⑤
今
其
原
因
を
聞
く
に
（『
読
売
新
聞
』
明
治
二
九
年
一
二
月
日
） 

⑥
教
民
暴
行
の
原
因
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
九
年
二
月
二
〇
日
） 

右
に
書
い
た
よ
う
に
、
明
治
期
に
は
「
事
物
の
変
化
を
引
き
起
こ
す
も
の
」

の
意
味
を
漢
語
で
表
す
と
き
、「
原
因
・
源
因
」
を
使
っ
て
い
た
。「
原
因
」

は
中
国
明
清
時
代
か
ら
登
場
し
て
き
た
。「
源
因
」
は
中
国
語
に
は
現
れ
て
い

な
い
。 

 
 

 

中
国
語
で
は
、「
原
・
源
」
は
『
廣
韻
』
に
よ
り
、
反
切
が
同
じ
「
愚
袁

切
」
で
あ
る
。
現
代
中
国
語
で
、
発
音
を
拼
音
で
示
す
と
同
じ[

yuán]

で
あ
る
。 

 
 
 

 

『
色
葉
字
類
抄
』
に
よ
る
と
、「
原

ク
ヱ
ン 

源
ク
ヱ
ン

」
に
な
っ
て
い
て
、
日
本
語
に

お
い
て
も
、「
原
・
源
」
は
古
い
時
代
か
ら
音
が
同
じ
「
ク
ヱ
ン
」
で
あ
る
。

『
韻
鏡
校
本
』
で
、
原
音
復
元
も
同
じ[

ŋÏuʌ]

で
あ
る
。
現
代
日
本
語
で
も
、

漢
字
音
が
同
じ
「
ゲ
ン
」
で
あ
る
。「
源
・
原
」
は
同
音
で
、
亦
、
字
形
も
似

て
い
る
た
め
、「
源
因
」
は
「
原
因
」
と
同
じ
よ
う
に
使
う
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。「
原
因
」
は
漢
語
由
来
語
で
あ
る
が
、「
源
因
」
は
「
原
因
」

の
構
造
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。 

日
本
語
で
は
、
本
来
漢
語
を
摸
倣
し
て
、
同
音
の
漢
字
を
使
い
、
通
仮
字

の
原
理
で
、
新
し
い
言
葉
を
作
り
出
す
場
合
が
あ
る
。
前
起
の
言
葉
は
後
起

の
言
葉
と
一
緒
に
通
仮
現
象
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。「
記
憶
・
記
臆
」「
顛

倒
・
転
倒
」「
原
因
・
源
因
」
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
用
例
も
あ
る
。 

看
破
・
觀
破 

伎
倆
・
技
倆 

撿
査
・
検
査 

構
造
・
搆
造 

 

刺
激
・
刺
戟 

熟
練
・
熟
錬 

顛
覆
・
轉
覆 

模
型
・
摸
型 

模
索
・
摸
索 

冥
途
・
冥
土 

老
練
・
老
錬 

 

 
 

 

（
二
）
日
本
製
漢
語
に
お
け
る
通
仮
現
象 

 

日
本
で
作
ら
れ
た
漢
語
は
日
本
製
漢
語
、
和
製
漢
語
な
ど
の
呼
び
方
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
漢
語
に
つ
い
て
、
以
下
の
先
行
研
究
が
あ
る
。 

山
田
孝
雄
（
一
九
五
八
年
）『
国
語
に
於
け
る
漢
語
の
研
究
』（
16
）（
二
五

頁
） 

な
ほ
こ
の
漢
語
の
及
ぼ
せ
る
影
響
は
深
く
国
語
の
上
に
及
び
て
、
日

本
製
漢
語
、
漢
語
式
日
本
語
と
も
い
ふ
べ
き
を
も
生
ぜ
り
。
即
ち 

一
、
漢
語
を
基
と
し
て
つ
く
り
た
る
日
本
語 

一
、
漢
語
を
基
に
し
て
つ
く
り
た
る
日
本
製
漢
語 

一
、
は
じ
め
よ
り
日
本
語
と
し
て
つ
く
り
し
漢
語
形
式
の
語 

佐
藤
喜
代
治
「
和
製
漢
語
の
歴
史
」（
17
）（
七
一
頁
） 

 
 

わ
が
国
で
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
漢
語
で
、
こ
れ
に
該
当
す
る
固
有

の
国
語
が
無
く
表
意
文
字
と
し
て
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
熟
字
を
作

り
、
こ
れ
を
字
音
で
読
む
も
の
が
あ
る
。
実
際
に
は
こ
の
種
の
漢
語
が

極
め
て
多
く
、
ま
た
、
次
々
と
新
た
に
作
り
出
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る

が
、こ
れ
も
広
義
に
お
い
て
は
和
製
の
漢
語
と
言
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ら
は
、
本
来
の
漢
語
を
モ
デ
ル
に
し
て
造
り
出
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
語
が
も
と
も
と
中
国
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
を
顧
み
る
こ
と
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な
く
、
ま
た
、
日
本
語
の
造
語
法
、
ま
た
は
日
本
人
の
発
想
は
影
響
さ

れ
る
点
も
あ
っ
て
、
本
来
の
漢
語
か
和
製
の
漢
語
か
を
区
別
す
る
こ
と

が
実
際
に
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
わ
が
国
で
作
り
出
し
た
漢
語
が
中

国
に
伝
え
ら
れ
て
普
及
し
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

陳
力
衛
『
和
製
漢
語
の
形
成
と
そ
の
展
開
』（
三
〇
頁
） 

 

以
上
か
ら
和
製
漢
語
の
条
件
は
す
く
な
く
と
も 

（
１
）
漢
語
構
造
に
基
づ
い
て
い
る 

（
２
）
字
音
読
み
の
語 

（
３
）
本
来
の
漢
籍
（
中
国
語
）
に
な
い 

（
４
）
日
本
で
作
ら
れ
た
も
の 

中
国
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
漢
語
を
摸
倣
し
て
、
日
本
人
の
発
想
で
作
ら
れ

た
漢
語
を
日
本
製
漢
語
や
和
製
漢
語
な
ど
と
称
し
て
い
る
が
、本
研
究
で
は
、

こ
の
よ
う
な
漢
語
を
「
日
本
製
漢
語
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。 

文
献
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
製
漢
語
に
は
通
仮
現
象
と
考
え
ら
れ
る
用
例 

は
一
九
組
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

愛
嬌
・
愛
敬 

愛
想
・
愛
相 

一
緒
・
一
所 

憶
説
・
臆
説 

 

癇
癪
・
肝
癪 

肝
腎
・
肝
心 

強
情
・
剛
情 

辛
抱
・
辛
棒 

難
儀
・
難
義 

不
思
議
・
不
思
儀
・
不
思
義 

返
事
・
返
辞 

 

未
練
・
未
錬 

無
残
・
無
惨
・
無
慚
・
無
慙 

用
捨
・
容
赦 

理
屈
・
理
窟 

流
儀
・
流
義 

了
見
・
了
簡
・
料
見
・
料
簡 

 

露
顕
・
露
見 

本
研
究
で
は
、「
愛
嬌
・
愛
敬
」「
愛
想
・
愛
相
」「
癇
癪
・
肝
癪
」「
辛
抱
・

辛
棒
」「
返
事
・
返
辞
」「
無
残
・
無
惨
・
無
慚
・
無
慙
」「
用
捨
・
容
赦
」「
露

顕
・
露
見
」
を
例
と
し
て
、
日
本
製
漢
語
に
お
け
る
通
仮
現
象
が
使
用
さ
れ

る
様
子
と
成
立
す
る
原
因
を
検
討
し
て
み
る
。 

 

愛
嬌
愛
嬌
愛
嬌
愛
嬌
・・・・
愛
敬
愛
敬
愛
敬
愛
敬    

現
代
日
本
語
に
は
「
愛
嬌
・
愛
敬
」
は
音
が
「
ア
イ
キ
ョ
ウ
」
で
あ
る
。

「
愛
敬
・
愛
嬌
」
は
辞
書
に
お
け
る
現
れ
方
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。 

『
古
本
節
用
集
・
黒
本
本
』 

 
 
 
 
 
 
 

有ア
イ

敬
キ
ヤ
ウ 

 
 
 
 
 

 

『
古
本
節
用
集
・
易
林
本
・
饅
頭
屋
本
』 

 
 

愛ア
イ

敬
キ
ヤ
ウ 

 
 
 

 

『
古
本
節
用
集
・
明
応
本
』 

 
 
 
 
 
 
 

愛ア
イ

敬
ギ
ヤ
ウ    

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
落
葉
集
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛あ
い

―
敬

き
や
う 

『
書
言
字
考
節
用
集
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛ア
イ

敬
キ
ヤ
ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
節
用
集
大
全
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛あ
い

敬
き
や
う 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
必
携
熟
字
集
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛ア
イ

敬ケ
イ
イ
ツ
ク
シ
ミ

ウ
ヤ
マ
フ 

 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 

『
新
編
漢
語
字
林
』 

[

愛ア
イ]

メ
デ
、
イ
ツ
ク
シ

ム
。
カ
ハ
ユ
ガ
ル
。

―
嬌ケ
ウ
カ
ハ
ユ
ラ

シ

サ

。

―
敬ケ
イ
イ
ツ
ク
シ
ミ
。

タ

ツ

ト

ム 
 

『
韻
鏡
校
本
』
に
よ
り
、
漢
字
音
復
元
は
敬[

kIɛɳ]

嬌[

kIɛu]

で
あ
る
。
声
母

の[
ｋ]
は
日
本
語
に
入
っ
た
後
、
カ
行
音
に
な
り
、[

Iɛɳ]

は
日
本
語
に
入
る

と
き
、
漢
音
「
エ
イ
」
呉
音
「
ヤ
ウ
」
に
な
り
、[

Iɛu]

は
日
本
語
に
入
っ
た

後
漢
音
「
ア
ウ
」
呉
音
「
エ
ウ
」
に
な
っ
た
。『
前
田
本
色
葉
字
類
抄
』
に
は

「
敬
キ
ヤ
ウ
」「
嬌
ケ
ウ
」
と
い
う
形
で
示
し
て
い
る
。「
嬌
」
と
「
敬
」
の
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漢
字
音
が
違
う
。
た
だ
、
女
性
や
子
供
な
ど
が
、
に
こ
や
か
で
か
わ
い
ら
し

い
こ
と
と
い
う
意
味
を
表
わ
す
と
き
、「
愛
嬌
」
と
「
愛
敬
」
は
同
じ
言
葉
と

し
て
使
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
音
の
違
う
「
嬌
」
と
「
敬
」
は

「
あ
い
き
ょ
う
」
の
み
通
仮
字
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
。
日
本
語
に
お
け
る

長
音
の
成
立
に
よ
っ
て
漢
字
音
が
一
緒
に
「
キ
ョ
ー
」
に
な
っ
た
。
通
仮
現

象
で
あ
る
「
愛
嬌
・
愛
敬
」
は
意
味
の
影
響
を
受
け
て
、
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。 

「
愛
嬌
・
愛
敬
」
は
明
治
期
作
品
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
。 

①
加
藤
氏
は
流
石
商
売
柄
の
愛
嬌
よ
く
逸
六
を
玄
関
ま
で
送
り
行
き
て

（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
〇
年
五
月
五
日
） 

②
愛
敬
女
学
校
の
没
落
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
六
年
四
月
一
二
日
） 

③
例
の
滴
る
ば
か
り
の
愛
嬌
（
幸
田
露
伴
『
露
団
々
』） 

④
愛
敬
館
と
い
ふ
に
足
を
休
め
て
（
幸
田
露
伴
『
勇
魚
捕
』） 

⑤
眼
に
愛
嬌
の
愛
窪
に
涙
を
湛
へ
つ
ヽ
（
泉
鏡
花
『
冠
弥
左
衛
門
』） 

⑥
微
塵
愛
敬
の
な
き
に
（
樋
口
一
葉
『
一
葉
全
集
』） 

⑦
男
振
よ
く
愛
敬
あ
り
（
森
鷗
外
『
月
草
』） 

 

愛
想
・
愛
相

愛
想
・
愛
相

愛
想
・
愛
相

愛
想
・
愛
相    

「
人
に
接
し
て
示
す
好
意
や
愛
ら
し
さ
」
を
漢
語
熟
語
で
表
現
す
る
と
き
、

『
広
辞
苑
』
で
は
、「
愛
想
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
明
治
時
代
に
は
「
愛
想
」

だ
け
で
は
な
く
、「
愛
相
」
も
使
わ
れ
て
い
た
。 

『
落
葉
集
』 

 
 
 
 
 

愛あ
い

―
想さ

う 

『
書
言
字
考
節
用
集
』 

 

無
愛ア

イ

想サ
ウ 

『
新
編
漢
語
辞
林
』 

 
 

愛
想サ

ウ
日
本
デ
人
ニ
タ
イ
シ
テ
、
モ

テ
ナ
シ
ニ
ア
ラ
ハ
ス
コ
ヽ
ロ 

『
言
海
』 

あ
い
さ
う 

 

愛
想 

 

①
謟
諛
及
び
愛
相
（『
読
売
新
聞
』
明
治
十
九
年
六
月
二
六
日
）） 

②
屡
々
な
る
よ
り
お
光
も
終
に
愛
想
を
尽
か
し
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三

〇
年
二
月
二
五
日
） 

 

③
口
は
き
か
ぬ
と
愛
想
尽
し
（
幸
田
露
伴
『
勇
魚
捕
』） 

④
全
然
無
愛
相
に
飲
ま
ぬ
と
い
へ
ば
（
〃
） 

⑤
此
の
男
が
精
一
杯
の
愛
想
に
い
つ
た
の
で
（
泉
鏡
花
『
錦
帯
記
』） 

⑥
愛
相
が
尽
き
た
ん
で
せ
う
よ
（
泉
鏡
花
『
風
流
線
』） 

⑦
無
愛
相
極
ま
る
人
で
別
（
国
木
田
獨
歩
『
涛
声
』） 

『
韻
鏡
校
本
』
に
よ
る
と
、
原
音
復
元
は
、
想
が
養
上
声[

siaŋ] 

に
な
り
、

相
が
漾
去
声[

siaŋ]

に
な
っ
て
い
る
。『
古
代
音
韻
表
稿
』
で
は
、
と
も
に
陽
部

開
口[

siag]

に
現
れ
て
い
る
が
、「
想
」
は
陽
上
声
で
、「
相
」
は
陽
去
声
で
あ

る
。「
想
と
相
」
は
古
代
か
ら
現
代
に
わ
た
っ
て
同
音
で
あ
る
。
日
本
語
に
お

い
て
も
漢
字
音
が
同
じ
で
あ
る
。『
前
田
本
色
葉
字
類
抄
』
に
は
「
相
サ
ウ
」

に
な
っ
て
い
て
、『
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
』
に
は
「
想
サ
ウ
」
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

「
愛
想
・
愛
相
」
と
同
じ
よ
う
に
「
可
哀
想
・
可
哀
相
・
可
愛
さ
う
」
の

用
例
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
は
漢
語
で
は
な
い
た
め
、
本
研
究
で
は
研
究

対
象
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
愛
想
・
愛
相
」
と
「
可
哀
想
・

可
哀
相
」
を
通
し
て
、
明
治
期
に
は
「
想
・
相
」
は
通
用
さ
れ
た
こ
と
が
一

目
瞭
然
で
あ
る
。 

 癇
癪
・
肝
癪

癇
癪
・
肝
癪

癇
癪
・
肝
癪

癇
癪
・
肝
癪 
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『
広
辞
苑
』
に
よ
る
と
、「
癇
癪
」
は
「
神
経
過
敏
で
起
こ
り
や
す
い
。

ま
た
、
怒
り
出
す
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
明
治
期
に
「
癇
癪
」
だ

け
で
は
な
く
、「
肝
癪
」
も
同
じ
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
具
体
的
な
用

例
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。 

①
伊
藤
候
中
津
に
肝
癪
を
起
こ
す
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
二
年
五
月
二

二
日
） 

②
癇
癪
を
起
こ
し
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
七
年
一
二
月
六
日
） 

③
述
り
に
嘲
れ
ば
肝
癪
（
泉
鏡
花
『
冠
弥
左
衛
門
』） 

 

辞
書
で
は
、
以
下
の
と
お
り
に
現
れ
て
い
る
。 

『
古
本
節
用
集
・
黒
本
本
』 

 

癇
― ノ

出 

疳
同 

『
書
言
字
考
節
用
集
』 

 
 
 

疳カ
ン 

『
新
編
漢
語
字
林
』 

 
 
 
 

癇
癪

カ
ン
セ
キ
カ
ン
シ
ヤ
ク
ト
ヨ
ム

カ
ン
ノ
タ
カ
ブ
リ 

『
言
海
』 

 
 

か
ん
し
ゃ
く 

癇
積 

『
色
葉
字
類
抄
』
に
は
「
癇
」
が
現
れ
て
い
な
い
。「
肝
カ
ン
」
の
み
『
前

田
本
色
葉
字
類
抄
』
に
現
れ
て
い
る
。『
韻
鏡
校
本
』
に
よ
れ
ば
、
原
音
復
元

は
癇[

ĥʌn] 

肝[

kan]

で
あ
る
。
声
母[

ĥ][

k]

は
日
本
語
に
入
っ
た
後
、
カ
行

音
に
な
り
、
母
音
の[

ʌn][

an]

は
日
本
語
に
入
っ
た
後
、「
ア
ン
」
に
な
る
。

日
本
語
で
は
「
癇
・
肝
」
は
同
音
「
カ
ン
」
に
な
る
。 

「
癇
癪
・
肝
癪
」
の
成
立
を
考
え
る
場
合
、
同
音
だ
け
で
は
な
く
て
、
意

味
の
影
響
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
癇
」
は
「
感
情
が
激
し
い
、
激
怒

し
や
す
い
性
質
」
で
あ
る
。
同
じ
、
激
怒
を
中
国
語
で
表
現
す
る
と
き
、「
肝

火
」
で
あ
る
。「
肝
・
癇
」
は
日
本
語
に
お
い
て
、
音
が
一
緒
に
「
カ
ン
」
で

あ
る
し
、
意
味
も
似
て
い
る
理
由
で
、
明
治
時
代
の
人
々
は
「
癇
癪
・
肝
癪
」

を
一
緒
に
使
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

辛
抱
・
辛
棒

辛
抱
・
辛
棒

辛
抱
・
辛
棒

辛
抱
・
辛
棒    

「
つ
ら
さ
を
こ
ら
え
し
の
ぶ
こ
と
」
を
漢
語
熟
語
で
表
現
す
る
場
合
、『
広

辞
苑
』
で
は
「
辛
抱
」
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
期
の
文
献
に
は
、「
辛
抱
」
の

ほ
か
に
は
「
辛
棒
」
も
現
れ
て
い
る
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

①
辛
抱
し
か
ね
て
の
縊
死
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
二
年
六
月
二
九
日
） 

②
女
寅
の
辛
棒
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
九
年
六
月
五
日
） 

③
此
上
辛
抱
と
い
ふ
事
（
幸
田
露
伴
『
勇
魚
捕
』） 

④
三
年
以
来
辛
抱
し
て
（
泉
鏡
花
『
活
人
形
』） 

⑤
嘘
か
誠
か
九
十
九
夜
の
辛
棒
を
な
さ
り
ま
せ
（
樋
口
一
葉
『
一
葉
全

集
』） 

⑥
辛
棒
出
来
ん
の
は
高
山
（
国
木
田
獨
歩
『
獨
歩
集
』） 

⑦
平
常
辛
抱
強
い
百
合
さ
ん
も
（
森
鴎
外
『
煙
塵
』） 

『
廣
韻
』
に
は
「
棒
、
歩
項
切
」「
抱
、
薄
浩
切
」
に
な
っ
て
い
る
。
現

代
中
国
語
で
は
、
拼
音
は
「
棒[

bang]

抱[

bāo]

」
に
な
っ
て
、
母
音
と
開
合
の

違
い
が
あ
る
。「
抱
・
棒
」
は
『
韻
鏡
校
本
』
に
よ
り
、
原
音
復
元
は
「
抱[

bau]

、

棒[

bɔŋ]

」
で
あ
り
、
字
音
が
違
う
。
通
仮
字
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
。
日
本

語
に
入
る
と
き
、
声
母
の[

ｂ]

は
バ
行
音
に
な
り
、
韻
部
の[

au]

と[

ɔŋ]

は
同

じ
「
ア
ウ
」
に
な
っ
た
。
漢
字
音
表
記
は
『
前
田
本
色
葉
字
類
抄
』
に
よ
る

と
、「
棒
ハ
ウ
」「
抱
ハ
ウ
」
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
語
で
は
「
棒
と
抱
」
は

同
音
に
な
り
、
通
仮
字
と
し
て
使
わ
れ
る
可
能
性
が
現
れ
て
き
た
。
日
本
製

漢
語
「
辛
抱
」
は
明
治
期
以
前
の
辞
書
に
は
現
れ
て
い
な
い
。
明
治
期
の
辞
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書
で
は
次
の
と
お
り
に
現
れ
て
い
る
。 

『
必
携
熟
語
字
集
』 

 
 
 

辛
抱

シ
ン
バ
ウ 

ク
ル
シ
ミ 

ヲ
コ
ラ
ヘ
ル 

『
新
編
漢
語
字
林
』 

 
 
 

辛
抱

シ
ン
ハ
ウ
バ
ウ
ト
ヨ
ム
、

ク
ヘ
シ
ノ
ブ 

『
言
海
』
し
ん
は
う 

 
 
 

辛
抱 

明
治
期
の
辞
書
に
は
「
辛
抱
」
し
か
現
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
の
文
献
に

は
「
辛
抱
」
と
同
じ
意
味
で
「
辛
棒
」
も
よ
く
使
わ
れ
た
。「
し
ん
ぼ
う
」
以

外
に
は
「
抱
と
棒
」
を
通
仮
字
の
よ
う
に
使
う
用
例
は
な
か
っ
た
。
日
本
語

で
は
、「
抱
」
と
「
棒
」
は
同
音
で
あ
り
、
通
仮
字
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
和
製

漢
語
「
辛
抱
・
辛
棒
」
を
作
り
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

    

返
事
・
返
辞

返
事
・
返
辞

返
事
・
返
辞

返
事
・
返
辞    

 

「
返
事
・
返
辞
」
は
「
か
え
り
ご
と
」
か
ら
変
化
し
て
、
代
表
的
な
日
本

製
漢
語
で
あ
る
。
明
治
三
〇
年
代
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
。 

①
ち
ェ
り
い
の
所
え
返
辞
を
し
て
か
ら
（
幸
田
露
伴
『
露
団
々
』） 

②
じ
ゃ
く
そ
ん
の
返
辞
を
考
え
れ
ば
（
〃
） 

③
お
前
の
返
詞
が
お
れ
の
腹
に
は
落
ち
兼
ね
る
（
森
鴎
外
『
煙
塵
』） 

④
其
返
事
を
し
て
程
な
く
（
末
廣
重
恭
『
雪
中
梅
』） 

⑤
直
接
に
返
事
を
し
て
呉
れ
ろ
（
国
木
田
独
歩
『
独
歩
集
』） 

辞
書
の
現
れ
方
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

『
古
本
節
用
集
・
饅
頭
屋
本
・
易
林
本
』 

返ヘ
ン

事ジ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
落
葉
集
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

返へ
ん

―
事じ 

 
 

 

『
大
全
早
引
節
用
集
』 

 
 
 
 
 
 
 

返へ
ん

事じ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
新
編
漢
語
辞
林
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

[

返ヘ
ン]

―
辞ジ

カ
ヘ
シ
ノ

コ
ト
バ
。 

―
事ジ

返 
 

 

『
言
海
』 

 
 
 
 
 
 
 

へ
ん
じ 

 

返
事
・
返
辞 

 

『
広
辞
苑
』 
 
 
 
 
 
 

へ
ん
じ 

 

返
事
・
返
辞 

 
 

辞
書
の
現
れ
方
に
よ
り
、「
返
事
・
返
辞
」
は
明
治
期
か
ら
今
日
に
い
た

っ
て
通
仮
現
象
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。『
韻
鏡
校
本
』
に
よ
り
、
漢
字
音
復

元
は
「
事[

dzïei]

辞[

(z)iei]

」
で
あ
る
。
声
母[

dz
z]

は
日
本
語
に
入
る
と
き
、

漢
音
サ
行
音
、
呉
音
ザ
行
音
に
な
り
、
母
音
の[

iei]

は
漢
音
「
エ
イ
、
ヱ
イ
」

呉
音
「
ア
イ
、
エ
、
ヱ
」
に
な
っ
た
。『
色
葉
字
類
抄
』
に
よ
る
と
、「
事
・

辞
」
の
漢
字
音
表
記
は
「
シ
」
で
あ
り
、
通
仮
字
と
し
て
使
わ
れ
る
可
能
性

が
現
れ
て
き
た
が
。「
事
と
辞
」
は
日
本
語
に
お
い
て
同
音
で
あ
る
た
め
、「
返

事
・
返
辞
」
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

    

無
残
・
無

無
残
・
無

無
残
・
無

無
残
・
無
惨
・
無
慚
・
無
慙

惨
・
無
慚
・
無
慙

惨
・
無
慚
・
無
慙

惨
・
無
慚
・
無
慙    

「
無
慚
」
は
仏
教
用
語
で
、
元
の
意
味
は
『
広
辞
苑
』
に
よ
る
と
、

「
罪
を
犯
し
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
心
に
恥
じ
な
い
こ
と
」
で
あ
る
。
本

来
の
漢
語
と
認
識
す
べ
き
で
あ
る
が
、
日
本
語
で
は
、「
残
酷
な
こ
と
。

い
た
わ
し
い
こ
と
」
の
意
味
と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
日
本
語
で

の
使
い
方
は
本
来
の
意
味
と
離
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
日
本
製

漢
語
と
し
て
考
え
る
。
辞
書
に
お
け
る
現
れ
方
及
び
明
治
期
文
献
に
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

『
色
葉
字
類
抄
・
前
田
本
』 

 
 
 
 
 
 

無
慚
恥
辱 

ム
サ
ン 

 
 

 

『
古
本
節
用
集
・
饅
頭
屋
本
・
易
林
本
』 

 

無ム

慙ザ
ン 

 
 
 
 

 

『
書
言
字
考
節
用
集
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

無ム

慙ザ
ン 

 
 
 
 

 

『
必
携
熟
字
集
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無ム

慙ザ
ン
ハ
ヂ
シ

ラ

ヌ 
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『
新
編
漢
語
字
林
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

[

無] 

―
残ザ

ン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
『
言
海
』 

む
ざ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

無
慙 

 
 
 

 
①
其
死
体
は
無
惨
至
極
の
有
様
に
て
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
二
年

十
一
月
二
四
日
） 

②
無
残
の
最
後
を
遂
げ
た
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
七
年
六
月
一
四

日
） 

③
三
人
も
無
残
や
鶴
に
（
幸
田
露
伴
『
露
団
々
』） 

④
不
幸
に
お
と
わ
は
無
惨
や
葬
ら
れ
ぬ
（
幸
田
露
伴
『
さ
ヽ
船
』） 

⑤
無
惨
や
身
内
の
皮
は
裂
け
（
泉
鏡
花
『
活
人
形
』） 

⑥
貪
欲
無
残
の
心
に
て
思
ふ
て
（
泉
鏡
花
『
冠
弥
左
衛
門
』） 

 

⑦
無
残
な
物
音
（
泉
鏡
花
『
風
流
線
』） 

 

⑧
無
慚
な
る
扱
を
受
け
む
と
い
へ
り
（
森
鷗
外
『
月
草
』） 

 

⑨
無
慙
な
る
事
も
正
更
に
て
見
る
と
き
（
〃
） 

『
韻
鏡
校
本
』
に
よ
る
と
、
原
音
復
元
は
「
惨[

ts'ɘｍ]

残[
dzan]
慙[

dzam]

」

で
あ
り
、
声
母
も
韻
母
も
異
な
る
。
日
本
語
に
入
る
と
き
、[
ts’
dz]

は
漢
音
サ
行
音
、
呉
音
ザ
行
音
に
な
る
。
韻
部[

an]

は
「
ア
ン
」
に
な

る
。『
色
葉
字
類
抄
』
に
よ
る
と
、「
残
・
惨
・
慚
・
慙
」
は
音
が
同
じ

「
サ
ン
」
で
あ
る
。「
残
・
惨
・
慚
・
慙
」
共
に
「
惨
め
」
と
い
う
意
味

を
持
つ
た
め
、「
無
残
・
無
惨
・
無
慚
・
無
慙
」
は
同
音
だ
け
で
は
な
く
、

意
味
の
影
響
も
う
け
て
成
立
し
た
言
葉
で
あ
る
。 

  用
捨
・
容
赦

用
捨
・
容
赦

用
捨
・
容
赦

用
捨
・
容
赦    

日
本
製
漢
語
「
用
捨
・
容
赦
」
は
明
治
期
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に 

使
わ
れ
た
。 

①
不
純
潔
な
る
分
子
に
向
か
っ
て
は
容
赦
な
く
（『
読
売
新
聞
』
明

治
三
五
年
六
月
二
四
日
） 

②
水
の
使
用
に
も
用
捨
な
し
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
九
年
六
月
一

五
日
） 

③
棍
棒
を
取
り
て
用
捨
な
く
追
立
て
し
め
（
泉
鏡
花
『
冠
弥
左
衛

門
』） 

 

④
御
容
赦
下
さ
い
（
泉
鏡
花
『
風
流
線
』） 

⑤
武
士
は
用
捨
無
く
（
山
田
美
妙
『
美
妙
集
』） 

⑥
不
審
奴
と
思
へ
ば
容
赦
な
く
（
末
広
鉄
腸
『
南
洋
乃
大
波
瀾
』） 

 

辞
書
に
お
け
る
現
れ
方
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。 

『
色
葉
字
類
抄
・
前
田
本
』 

用
捨
ヨ
ウ
シ
ャ 

『
古
本
節
用
集
・
明
応
本
・
黒
本
本
・
饅
頭
屋
本
』 

用
捨

ヨ
ウ
シ
ヤ 

『
落
葉
集
』 

 
 
 
 
 
 

用
捨

よ
う
し
ゃ 

『
書
言
字
考
節
用
集
』 

 
 

用
捨

ヨ
ウ
シ
ヤ 

『
必
携
熟
語
字
集
』 

 
 
 

容
赦

ヨ
ウ
シ
ヤ

ュ
ル
ス 

『
新
編
漢
語
字
林
』 

 
 
 

容
赦

ヨ
ウ
シ
ヤ
ユ
ル
ス
。 

 
 

カ
ン
ベ
ン
ス
ル
。 

『
言
海
』 

 

よ
う
し
ゃ 

 

容
赦 

『
廣
韻
』
に
よ
る
と
、
反
切
は
「
用
、
余
送
切
」「
容
、
餘
封
切
」「
捨
、

書
冶
切
」「
赦
、
始
夜
切
」
で
あ
る
。『
韻
鏡
校
本
』
に
よ
れ
ば
、
原
音
復
元

は
「
用[

( j )ɪoŋ]
容[
ɥɪoŋ]

」
で
あ
り
、「
捨
・
赦
」
は
同
じ[

ʃɪã]

で
あ
る
。「
用
・

容
」
の
元
の
声
母
は
日
本
語
に
入
っ
た
後
、
ヤ
行
音
に
な
り
、
母
音
の[

ɪoŋ]
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は
日
本
語
で
は
、
漢
音
「
オ
ウ
」
呉
音
「
―
ウ
」「
―
オ
」
に
な
り
、『
色
葉

字
類
抄
』
に
よ
る
と
、「
用
・
容
」
は
漢
字
音
表
記
が
「
ヨ
ウ
」
で
あ
り
、
同

音
に
な
っ
た
。「
捨
・
赦
」
は
元
の
漢
字
音
が
同
じ
で
、
日
本
語
に
入
っ
た
後
、

「
シ
ヤ
」
に
な
っ
た
。 

「
容
」
は
「
許
す
。
入
れ
る
。
ま
た
、
き
き
い
れ
る
」
意
味
が
あ
り
、「
赦
」

は
「
ゆ
る
す
。
大
目
に
み
る
。」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
た
め
、「
容
赦
」
は
「
許

す
」
の
意
味
を
持
つ
。「
ゆ
る
す
。
ひ
か
え
め
に
す
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
と

き
、「
容
赦
・
用
捨
」
は
同
義
で
あ
る
。 

「
容
赦
・
用
捨
」
は
同
じ
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
理
由
は
「
容
赦
・
用
捨
」

は
同
音
で
あ
る
ほ
か
に
は
な
い
。「
用
捨
」
は
通
仮
字
の
原
理
で
日
本
人
が
自

分
の
発
想
で
作
っ
た
日
本
製
漢
語
で
あ
る
。 

「
容
赦
」
は
中
国
語
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
日
本
語
と
同
じ
意
味
で
「
大

目
で
許
す
」
の
意
味
で
あ
る
。
古
い
用
例
が
な
く
て
、
郭
沫
若
『
落
葉
』「
丝

毫
没
有
隐
蔽
地
认
真
忏
悔
的
时
候
，
我
们
可
以
玩
味
到
完
全
得
救
，
完
全
得

被
容
赦
的
恩
泽
上
来
，
我
真
正
由
衷
地
感
谢
了
」
一
例
し
か
な
い
。
郭
氏
は

日
本
で
長
く
生
活
し
た
経
験
が
あ
る
の
で
、「
容
赦
」
は
日
本
か
ら
中
国
に
伝

わ
っ
た
日
本
製
漢
語
の
可
能
性
が
高
い
。 

    

露
顕
・
露
見

露
顕
・
露
見

露
顕
・
露
見

露
顕
・
露
見    

 

明
治
期
に
お
い
て
、「
露
顕
・
露
見
」
は
以
下
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
。 ①

露
顕
を
恐
れ
て
の
刃
傷
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
六
年
二
月
一
三
日
） 

②
中
村
竹
次
郎
が
旧
悪
露
見
と
覚
悟
し
て
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
三
年

八
月
二
七
日
） 

③
悪
事
の
段
々
悉
一
露
顕
（
幸
田
露
伴
『
勇
魚
捕
』） 

④
世
に
出
な
ば
悪
事
の
露
顕
は
瞬
く
間
と
（
泉
鏡
花
『
活
人
形
』） 

⑤
あ
は
や
露
顕
し
て
直
義
の
耳
に
入
る
（
山
田
美
妙
『
美
妙
集
』） 

⑤
陰
謀
の
露
見
す
る
の
は
知
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
末
広
鉄
腸
『
南
洋
乃
大

波
瀾
』） 

辞
書
に
お
け
る
現
れ
方
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

『
色
葉
字
類
抄
・
前
田
本
』 

露
顕
ロ
ケ
ン 

『
古
本
節
用
集
・
伊
京
集
・
明
応
本
・
黒
本
本
・
易
林
本
』 

露
顕

ロ

ケ

ン 

『
書
言
字
考
節
用
集
』 

 
 

露
顕

ロ

ケ

ン 

『
新
編
漢
語
字
林
』 

 
 
 

露ロ 

―
見ケ

ン 

―
顕ケ

ン 

『
必
携
熟
字
集
』 

 
 
 
 

露
顕

ロ

ケ

ン 

『
言
海
』 

 
 

ろ
け
ん 

 

露
顕 

辞
書
調
査
と
文
献
調
査
に
よ
る
と
、
明
治
期
以
前
か
ら
「
露
顕
」
は
辞
書

に
現
れ
て
い
て
、
古
い
言
葉
で
あ
る
。 

『
韻
鏡
校
本
』に
よ
り「
顕
・
見
」の
原
音
復
元
は
、顕[

hen
↓
ien] 

 
 

見

[

ken
↓
ien]

に
な
っ
て
い
る
。[

k
・
h]

は
日
本
語
に
入
る
と
き
、
カ
行
音

に
な
り
、[

en]

は
「
エ
ン
」
に
な
る
。『
色
葉
字
類
抄
』
に
は
、「
露
顕
ロ
ケ

ン
」
と
、「
見
ケ
ン
」
が
あ
る
。
中
国
語
で
は
元
々
漢
字
音
の
違
う
「
顕
・
見
」

は
日
本
語
に
入
っ
た
後
、
同
音
に
な
り
、
ま
た
、
意
味
も
同
じ
「
ア
ラ
ワ
ス
」

で
あ
る
。
通
仮
現
象
で
あ
る
「
露
顕
・
露
見
」
の
形
成
は
同
音
だ
け
で
は
な

く
、
意
味
の
影
響
も
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
露
見
」
は
中
国
語
に
は
存
在
し
て
い
る
。 
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『
礼
記
』
月
令
「
象
物
露
見
不
陰
蔵
、
虎
豹
之
属
恒
浅
毛
」 

『
漢
書
』
王
嘉
伝
「
臣
謹
封
上
詔
書
、
不
敢
露
見
」 

漢
籍
に
現
れ
て
い
る
「
露
見
」
は
「
現
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
日
本
語

の
「
露
顕
」
の
「
隠
し
て
い
た
事
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
。
ば
れ
る
こ
と
」
の

意
味
が
な
い
。
日
本
語
で
は
「
露
顕
」
古
い
和
製
漢
語
で
あ
り
、「
露
見
」
は

「
露
顕
」
の
通
仮
現
象
と
し
て
用
い
ら
れ
始
め
た
か
、
そ
れ
と
も
、
元
々
中

国
語
に
あ
る
言
葉
を
借
り
て
用
い
ら
れ
始
め
た
か
に
つ
い
て
も
っ
と
調
査
を

広
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 （
三
）、
結
論 

通
仮
現
象
は
日
本
漢
語
で
は
、
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
本
研
究
は
、
日
本

漢
語
に
お
け
る
通
仮
現
象
を
通
覧
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 

イ
、
中
国
語
で
は
、
通
仮
字
は
単
字
の
形
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、 

日
本
語
で
は
、
漢
語
熟
語
の
形
で
現
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

ロ
、
日
本
語
で
は
、「
精
・
誠
」
は
同
音
で
あ
る
が
、「
丹
精
・
丹
誠
」
以
外

に
は
「
精
・
誠
」
は
通
仮
字
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
、

特
定
の
漢
語
に
し
か
現
れ
て
い
な
い
通
仮
現
象
は
数
多
く
あ
る
。
次
の
よ
う 

 
 

 

な
も
の
で
あ
る
。 

愛
嬌
・
愛
敬 

愛
想
・
愛
相 

悪
逆
・
悪
虐 

一
緒
・
一
所 

 

回
復
・
恢
復 

癇
癪
・
肝
癪 

肝
腎
・
肝
心 

看
破
・
觀
破 

 

原
因
・
源
因 

強
情
・
剛
情 

交
代
・
交
替 

刺
激
・
刺
戟 

 

失
策
・
失
錯 

親
切
・
深
切 

震
動
・
振
動 

辛
抱
・
辛
棒 

 

粗
忽
・
疎
忽 

丹
精
・
丹
誠 

丁
寧
・
叮
嚀
・
叮
寧 

 

反
復
・
反
覆 

返
事
・
返
辞 

無
残
・
無
惨
・
無
慚
・
無
慙 

用
捨
・
容
赦 

冥
土
・
冥
途 

容
態
・
容
體 

豫
期
・
預
期 

 

理
屈
・
理
窟 

了
見
・
了
簡
・
料
見
・
料
簡 

 

連
接
・
聯
接 

連
結
・
聯
結 

露
顕
・
露
見 

 
 
 

 

ハ
、
本
来
漢
語
に
現
れ
る
通
仮
現
象
は
音
形
と
字
形
の
影
響
を
受
け
て
成
立

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
１
）
本
来
漢
語
に
お
け
る
通
仮
現
象
は
音
形
が
同
じ
、
或
は
似
て
い
る
た

め
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
音
形
の
異
な
る
語
は
日
本 

 
 

 

語
に
入
っ
た
後
、
音
形
が
同
じ
に
な
り
、
日
本
語
で
は
、
通
仮
現
象
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
。
国
語
学
で
は
「
通
仮
字
」
と
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い

が
、「
通
仮
」
の
意
識
は
日
本
人
が
す
で
に
持
っ
て
い
る
。 

（
２
）
通
仮
現
象
で
あ
る
二
漢
語
の
う
ち
、
一
方
は
本
来
の
漢
語
で
あ
り
、

も
う
一
方
は
本
来
の
漢
語
に
基
づ
い
て
、
音
形
が
同
じ
で
あ
る
た
め
、
通

仮
字
的
に
扱
わ
れ
る
用
例
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
通
仮
現
象
は
「
顛
倒
・

転
倒 

顛
覆
・
轉
覆 

反
復
・
反
覆 

冥
土
・
冥
途
」
な
ど
が
あ
る
。 

（
３
）
本
来
漢
語
に
お
け
る
通
仮
現
象
が
成
立
に
つ
い
て
、
音
形
が
同
じ

で
あ
る
以
外
、
字
形
の
要
素
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
音
形
が
同

じ
で
あ
る
上
、
字
形
が
似
て
い
る
理
由
で
成
立
す
る
通
仮
現
象
も
あ
る
。

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

愛
想
・
愛
相 

憶
説
・
臆
説 

記
臆
・
記
憶 

技
倆
・
伎
倆 

 
結
構
・
結
搆 

原
因
・
源
因 

検
査
・
撿
査 

構
造
・
搆
造 

 

熟
練
・
熟
錬 

丁
寧
・
叮
嚀
・
叮
寧 

模
型
・
摸
型 

 

模
索
・
摸
索 
模
様
・
摸
様 

老
練
・
老
錬 

 
 
 

 



現代社会文化研究 No.37  2006年 12月 

 ( 17 )

二
、
日
本
製
漢
語
に
存
在
す
る
通
仮
現
象
の
成
立
は
先
ず
、
漢
字
の
音
形

が
似
て
い
て
、
或
は
同
じ
で
あ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
他
に
は
、
意
味
的

な
影
響
は
な
い
と
は
い
え
な
い
。 

 
 結

び 

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
国
古
代
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
通
仮
現
象
は
日

本
で
も
広
く
使
わ
れ
、し
か
も
変
化
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

日
本
に
は
通
仮
字
だ
け
で
は
な
く
、
通
仮
字
が
含
ま
れ
、
通
仮
現
象
は
広
く

存
在
し
て
お
り
、
日
本
人
の
独
特
な
漢
語
に
対
す
る
理
解
で
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
本
研
究
は
熟
語
の
通
仮
現
象
に
つ
い
て
概
観
的
に
言
及
す
る
に

止
ま
っ
た
が
、今
後
の
課
題
と
し
て
、以
下
の
面
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

（
一
）
日
本
語
に
於
け
る
通
仮
字 

（
二
）
通
仮
現
象
は
形
成
さ
れ
る
理
由 

（
三
）
通
仮
現
象
の
部
分
的
消
滅 

 

<

注> 

 

（
1
）
宋
春
玲
「
明
治
期
翻
訳
作
品
に
お
け
る
同
音
・
異
形
・
同
意
漢
語
」『
現
代
社

会
文
化
研
究 

第
三
五
号
』
二
〇
〇
六
年
三
月
。 

（
2
）
中
田
祝
夫
『
古
本
節
用
集
六
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』 

一
九
七
九
年 

風

間
書
房(

『
伊
京
集
』、『
明
応
五
年
本
節
用
集
』『
天
正
十
八
年
本
節
用
集
』『
饅
頭

屋
本
節
用
集
』『
黒
本
本
節
用
集
』『
易
林
本
節
用
集
』
六
種)

。 

（
3
）
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
慶
長
三
年

耶

蘇

会

版
落
葉
集
本
文
・
解
題
・

索
引
』
昭
和
三
七
年
一
〇
月
一
五
日
発
行
。 

（
4
）
中
田
祝
夫
『
書
言
字
考
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
影
印
編
』
一
九
七
九
年 

風

間
書
房
。 

（
5
）『
新
令
字
解
』
の
作
者
は
荻
田
嘯
で
あ
る
。
慶
応
四
年
に
出
版
し
て
、
九
〇
四

語
を
収
録
し
て
い
る
。
慶
応
四
年
・
明
治
元
年
当
時
の
文
献
、
あ
る
い
は
談
話
中

の
漢
語
が
収
集
さ
れ
た
辞
書
で
あ
る
。
そ
の
後
の
漢
語
辞
書
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。 

（
6
）『
漢
語
字
類
』
の
作
者
は
庄
原
謙
吉
で
、
明
治
二
年
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
辞
書

は
、
掲
出
語
数
か
ら
言
っ
て
も
、
ま
た
組
織
の
点
で
も
、
こ
の
期
の
最
初
の
本
格

的
な
漢
語
辞
書
で
あ
り
、
こ
の
後
の
漢
語
辞
書
大
き
な
影
響
を
与
え
た
辞
書
で
あ

る
。
語
数
は
四
三
四
〇
語
。
配
列
は
編
者
の
創
設
し
た
、
独
特
の
部
首
を
含
む
頭

字
に
よ
る
部
首
配
列
で
あ
る
。 

（
7
）『
必
携
熟
字
集
上
・
下
巻
』
明
治
一
二
年
五
月
発
行
。 

（
8
）『
新
編
漢
語
辞
林
』
明
治
三
七
年
二
月
刊 

折
衷
漢
語
辞
書
で
は
あ
る
が
、
当

代
漢
語
辞
書
に
近
づ
い
て
い
る
。 

（
9
）
大
槻
文
彦
『
言
海
』
二
〇
〇
四
年
七
月
十
日
第
四
刷
発
行 

本
書
は
明
治
二

二
年
五
月
一
五
日
に
刊
行
さ
れ
た
『
言
海
』
の
六
二
八
刷
（
昭
和
六
年
三
月
十
五

日
刊
）
を
底
本
と
し
て
い
る
。
底
本
の
欠
損
や
汚
れ
は
他
ほ
版
本
で
補
っ
た
。
ま

た
、
底
本
中
の
差
別
的
表
現
や
語
句
は
刊
行
さ
れ
た
時
代
背
景
と
歴
史
的
・
資
料

的
価
値
を
考
慮
し
て
そ
の
ま
ま
と
し
た
。 

（
10
）
周
祖
謨
『
廣
韻
校
本 : 

附
校
勘
記
』
第
二
版 

一
九
八
八
年 

中
華
書
局
。 

（
11
）『
漢
語
大
詞
典
』
第
一
版 

一
九
九
〇
年 

漢
語
大
詞
出
版
社
。 

（
12
）
王
力
『
古
代
漢
語
』
修
訂
本
第
二
冊 

一
九
八
一
年 

中
華
書
局
。 

（
13
）
佐
藤
稔
「
異
体
字
」『
漢
字
講
座
３
＝
漢
字
と
日
本
語
』 

昭
和
六
二
年
一
一

月
一
〇
日 

明
治
書
院
。 

（
14
）
陳
力
衛
『
和
製
漢
語
の
形
成
と
そ
の
展
開
』
二
〇
〇
一
年
二
月
二
八
日 

汲

古
書
院
。 

（
15
）
金
田
一
春
彦
・
林
大
・
柴
田
武
『
日
本
語
百
科
大
事
典
』[

縮
刷
版]

一
九
九

五
年
五
月
二
五
日 

大
修
館
書
店
。 

（
16
）
山
田
孝
雄
『
国
語
の
中
に
於
け
る
漢
語
の
研
究
』 

一
九
七
〇
年
一
二
月 

宝

文
館 

（
17
）
佐
藤
喜
代
治
「
和
製
漢
語
の
歴
史
」『
講
座
日
本
語
学
４
』
語
彙
史
、
昭
和
五

七 

年
一
月
十
日 

明
治
書
院
。 

 <

調
査
文
献> 

幸
田
露
伴
『
露
団
々
』
明
治
三
三
年
一
二
月
一
〇
日 

金
港
堂
本
店 

〃
『
さ
ヽ
船
』
明
治
二
八
年
一
二
月
一
〇
日 

福
音
社 
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〃
『
勇
魚
捕
』
明
治
二
四
年
一
一
月
一
八
日 

青
木
嵩
山
堂 

〃
『
小
品
十
種
』
明
治
四
一
年
六
月
十
一
日 

成
功
雑
誌
社 

〃
『
通
俗
三
国
史
』
明
治
四
四
年
二
月
二
六
日 

東
亜
堂
書
房 

〃
『
真
西
遊
記
』
明
治
三
五
年
一
一
月
一
日 

青
木
嵩
山
堂 

泉
鏡
花
『
活
人
形
』
明
治
二
六
年
五
月
二
日 

春
陽
堂 

〃
『
冠
弥
左
衛
門
』
明
治
二
九
年
一
〇
月
七
日 

田
中
宋
荣
堂 

〃
『
錦
帯
記
』 

明
治
三
二
年
一
月
二
九
日 

春
陽
堂 

 
 

〃
『
通
夜
物
語
』
明
治
三
四
年
四
月
一
六
日 

春
陽
堂 

〃
『
風
流
線
』
明
治
三
七
年
一
二
月
一
二
日 

博
文
館 

樋
口
一
葉
『
一
葉
全
集
』
明
治
三
〇
年
一
月
四
日 

近
世
畫
報
社 

国
木
田
獨
歩
『
獨
歩
集
』
明
治
三
八
年
七
月
二
三
日 

彩
雲
閣 

〃
『
涛
声
』
明
治
四
〇
年
五
月
一
一
日 

 

秀
英
舎 
 
 
 

 

山
田
美
妙
『
美
妙
集
』
明
治
四
三
年
一
二
月
一
八
日 

春
陽
堂 

森
鴎
外
『
煙
塵
』
明
治
四
四
年
二
月
一
三
日 
 

文
雨
堂 

末
広
重
恭
『
雪
中
梅
』
明
治
一
九
年
一
〇
月
六
日 

春
陽
堂 

森
鷗
外
『
月
草
』
明
治
二
九
年
一
二
月
一
九
日 

春
陽
堂 

〃
『
人
種
哲
学
梗
概
』
明
治
三
六
年
一
〇
月
一
八
日 

春
陽
堂 

〃
『
審
美
極
致
論
』
明
治
三
五
年
二
月
二
一
日 

春
陽
堂 

 

主
指
導
教
員
（
舩
城
俊
太
郎
教
授
）、
副
指
導
教
員
（
大
石
強
教
授
・
井
村
哲
郎
教
授
） 
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